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研究成果報告会



 特別支援学校では、複数の障害種への対応や一貫し
た指導体制を踏まえた教育課程編成の工夫等の課題
がある。

 本研究では、前回（H18年度）の研究を踏まえ、複

数の障害種に対応した教育課程編成や、小学部から
高等部までの一貫した教育課程の工夫を中心とした
実際的研究を進める。



 特別支援学校における特別支援教育の充実に
資することを目的として、複数の障害種に対
応した教育課程編成の工夫や幼・小学部から
高等部までの一貫した教育課程の工夫につい
て実際的研究を進める

平成20年4月～２２年3月 （２年間）

研究期間



（平成２０年度）
特別支援学校における教育課程編成の現状に関する調査
研究協議会・実地調査の実施
①各特別支援学校における複数の障害種に対応した教育
課程編成の工夫事項

②個別の教育支援計画の実施状況

（平成２１年度）
複数の障害種への対応及び(幼)・小学部から高等部まで

の一貫した教育課程の工夫について検討
①複数の障害種への対応及び(幼)・小学部から高等部
までの一貫した教育課程の工夫の検討

②教育課程編成手順の検討
③英国における特別支援教育、教育課程編成の動向調査



研究代表者 千田耕基
副研究代表者 原田公人
研究分担者 長沼俊夫、井上昌士、滝川国芳、菊地一文、

猪子秀太郎、大崎博史（Web担当）
所内研究協力者 小松幸恵

研究協力機関
1) 岩手県立一関清明支援学校 2) 福井県立南越養護学校
3) 京都市立北総合支援学校 4) 山口県立山口南総合支援学校
5) 徳島県立板野養護学校 6) 鹿児島県立出水養護学校

研究協力者
1) 谷村 佳則 (岩手大学教育学部附属特別支援学校)
2) 金澤 聡（青森県立八戸第一養護学校）
3) 河合 康（上越教育大学）

研究オブザーザー 美濃 亮（文部科学省特別支援教育課）



グループ 研究内容

学校
グループ

・研究協力校との共同で教育課程編成の現状と
課題を整理し、実践内容を検討する

・個別の教育支援計画の活用状況及び教育課程
評価の現状を整理する

法制
グループ

・特別支援教育体制への移行に至る文教施策の
変遷をレビューする

・教育課程編成の手順について解説する

海外調査
グループ

・英国 Department  for children,schools, and 
familliesを中心に、英国における特別支援教
育、教育課程編成の動向・現状について調査
する



(1)「教育課程編成上の課題」について所内ワーク

ショップを実施→障害種別の現状及び課題等につい
て整理した

↓

(2)複数の障害種に対応した取り組みの現状を把握する

ために、実際に取り組んでいる教育委員会及び特別
支援学校による研究協議会を開催した

↓

(3)特別支援学校における教育課程編成上の基礎的情報
及び指導の実際を得るための実地調査を行った



調査事項
(1) 教育課程編成の手順

学校教育目標・経営方針、重点指導目標（学部・部門別）
(2) 複数の障害種に対応した児童生徒の合同の授業

指導科目（目的、趣旨、意義）、実施上の工夫点
(3) 特別活動の内容
(4) 自立活動

指導内容、目標、評価、個別の指導計画
(5) その他

指導体制（組織、指導時数、教科指導への組み込み）、
研修（専門性の共有）、センター的機能（相談活動等）、
一貫した教育（部門別、学部別のつながり）、他障害種
の児童生徒の受け入れ、特色のある教育、メリットと課題、
人事交流等



学校名 障害種

岩手県立一関清明支援学校 聴覚、病弱、知的

宮城県立気仙沼養護学校 知的

宮城県立山元養護学校 病弱、知的

石川県立総合養護学校 知的、肢体不自由

京都市立北総合支援学校 知的、肢体不自由、病弱、聴覚、視覚

京都市立呉竹総合支援学校 知的、肢体不自由、病弱、聴覚、視覚

山口県立山口南総合支援学校 聴覚、知的、肢体不自由、病弱、視覚

山口県立防府総合支援学校 肢体不自由、知的、病弱、聴覚、視覚

徳島県立板野養護学校 肢体不自由、病弱、知的

鹿児島県立出水養護学校 肢体不自由、知的



（１）教育課程編成の課題

 児童生徒の状況に応じた類型化（準ずる教育、下学

年対応、知的対応、自立活動対応など）編成と部門別（視覚、

聴覚、知的、肢体、病弱）編成との対応

（２）その工夫

 障害種に応じた個別の指導と集団での指導の
組み合わせ

 障害種を超えて合同授業「体育」や「自立活
動」を実施



（３）指導・実践上の課題

 人的（教職員数）及び施設設備面等での対応の
困難さ

 児童生徒の実態に応じた指導（合同授業とグ
ループ別授業）の対応の困難さ

 各会議（学部会議、学年会議、障害種別会議、教科担当会議、

校務分掌などの各種会議）の増大と職員間のコンセン
サスの取り方

（４）その工夫

 教科・領域によっては、障害種による縦割りで
はなく同年齢によるグループ指導

 週の中の一日を、専門研究や教材研究日に当て
各種会議は設定しない





1)実地調査を実施し、研究協力機関との協働で実践内
容（特に複数の障害種に対応した教育課程編成の工
夫に関する情報）を集約しまとめる

2)複数の障害種への対応及び(幼稚部)小学部から高等
部までの一貫した教育課程の工夫について検討する

3)国内調査及び海外調査を実施する

4)研究協議会（年3回）を開催する

5)研究成果報告書を刊行する



月 内 容

４ 研究協力機関、研究協力者訪問

５ 研究協力機関、研究協力者訪問

６ 第１回研究協議会（6/18）
７ 研究協力機関訪問

８ 研究協力機関訪問

９ 研究協力機関訪問

10 第２回研究協議会
（10/1：講演会、10/2：研究協議会）

11 海外調査（英国）

12
１ セミナーⅠ（1/26）参加・発表、第3回研究協議会

２ 研究成果報告書印刷・完成

３



はじめに

研究目的

研究体制

研究計画

Ⅰ章 総論（教育課程編成する上で基本的事項）

学校教育目標と重点指導目標との関連、個別の指導計画

の作成、実態把握の方法、自立活動、特別活動、総合的

な学習の立案、類型別編成の基本的なおさえ、指導体制

の考え方、時間配当、学部間連携他

Ⅱ章 各論

第1部 平成20年度中間報告書のまとめ

第2部 複数の障害種に関する教育課程（研究協力機関）



学校 タイトル

出水養護学校
知的障害者と肢体不自由者が共に学び合う学校づくり
～授業研究に基づく教育課程の工夫～

南越養護学校
「学部」を基盤として、知的障害、肢体不自由、病気
の状態に応じた教育支援のための教育課程

山口南総合支援学校
複数の障害種(聴覚障害・知的障害・病弱)に対応した
合同学習の試み及び専門性維持・向上の取組

一関清明支援学校
４障がいに配慮した授業の工夫と専門性向上に資する
授業改善の試み

板野養護学校 自主研修を重視した専門性の向上と合同学習の工夫

京都北総合学校
地域制・総合制の特別支援学校における教育課程編成
の工夫とそれを支える専門性



Ⅲ章 資料

第1部 特別支援教育をめぐる教育課程の諸課題

（河合 康氏）

第2部 海外調査報告

英国における特別支援教育の動向

第3部 学習指導要領解説、関連法規集

おわりに

執筆者一覧



以上で終わります。
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